キケン インシ ノ シュウセキ ト ジュンカンキ シッカン シボウ ノ カンレン ： NIPPON DATA 90 1990 2000 by 門田 文
Relationship between metabolic risk factor
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はthe9thInternational Classification of Diseases（ICD－9）、1995年から1999年末日までは














































満が循環器疾患死亡に及ぼす影響についてNIPPON DATA脚ationalIntegrated Prdect fbr
ProspectiveObservationofNon－COmmunicableDiseaseandItsTrendsintheAged）90コホートの10
年間追跡集団7219人を対象に検討した。
危険因子集積数と循環器疾患死亡の関連をCox比例ハザードモデルを用いて調整ハザード比
と95％信頼区間（95％C工）を算出したところ、循環器疾患死亡ハザードと危険因子集積数は正
の関連を示し、危険因子集積は循環器疾患死亡のリスクの増加をもたらすことが明らかとなっ
た。高血糖の有無で層別化した検討では、循環器疾患死亡のハザード比は、高血糖群では高く、
高血糖に加えてその他の危険因子を2つ以上有する者で3．67（95％CI，1．49－9．03）であった。一
方、高血糖を有さないがその他の危険因子を3つ以上有する者のハザード比は1．66（0．7卜3．67）
であった。また、高血糖群では他の危険因子集積を高率で認めた。これは循環器疾患死亡に及
ぼす耐糖能障害の重要性を示唆する結果であった。同様に肥満の有無で層別化した解析では、
本邦では非肥満群においても危険因子が集積している者が多く存在していること、また、本邦
では肥満の有無にかかわらず、リスク集積に伴い循環器疾患のハザード比が上昇することが明
らかになった。
近年、メタポリックシンドロームの意義についての議論は非常に重要であり、本学位論文は
I）iabetes Careに掲載され、その内容は国際動脈硬化学会のホームページや、本邦の全国紙の
一面にも掲載され議論された。今日的に重要な課題を検討した学問的に貴重な研究であり、
滋賀医科大学博士号授与に値すると考えられる。
（平成20年　8月　27日）
